
月山 1984▲ 

事業名 最
も

上
がみ

川
がわ

水系 直轄砂防事業 銅山
どうざん

川
がわ

流域 事業主体 東北地方整備局 

事業区間 山形県最上郡
もがみぐん

 大蔵村
おおくらむら

（銅山川流域） 事業内容 
主要施設： 

砂防えん堤、流路工等 

事業化 昭和２２年度 

用地着手 昭和２２年度 工事着手 昭和２２年度 

事 

業 

の 

概 

要 

全体事業費 ５９２億円（平成16年度まで進捗率55.2％、平成17年度まで進捗率57.3％） 

事 

業 

の 

目 

的 

・ 銅山川流域は、全体として荒廃し、急峻かつ浸食作用も活発であり、地すべり地帯も広く分布

している。 

・ このため土砂生産が盛んで、最上川の河床
かしょう

を上昇させるなど治水上与える影響が極めて大きい

ことから、昭和22年に直轄砂防事業に着手し、土砂生産の抑制を行い、流送土砂の扞止
かんし

・調節

を目的とした砂防事業を実施している。 

 

 

 

 

位 

 

置 

 

図 

 

● 銅山川流域 

                （流域面積）186.3 km２ 

                （幹川流路延長）36.6 km 

                （水 源）月山
がっさん

に源を発し、 

                     大蔵村清水で最上川に 

                     合流する急流河川。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

            

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大蔵村役場

月山 

1984m

銅山川流域 

酒田市 
山形県 

大蔵村 

最上川
ひじおり
Ｎ

肘折温泉 

赤松川 
銅山川
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● 流域の荒廃状況 

 

・ 銅山川
どうざんがわ

流域は、風化や浸食を受けた脆弱
ぜいじゃく

な火山灰質土壌を主体としており、荒廃しやすい地

質特性を持っている。そのため流域内には地すべりや崩壊地などの荒廃した地形が多く分布し、

大量の土砂が生産されている。 

・ 渓床
けいしょう

には、崩壊地や地すべりの末端部から生産された土砂が厚く堆積している。 

・ 河床
かしょう

勾配が急なため、これらの不安定な土砂が最上川本川へ流出する危険性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦
にが

水川
みずがわ

の活発な

土砂流出状況 

サカサ沢の渓岸斜面崩壊状況 
大曲沢
おおまがりさわ

の火山灰

質土壌の崩壊状況
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ひじおり
肘折温泉

赤
あか

砂川
すながわ

の崩壊状況

天然ダムを形成 

元河道 現河道
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● 対策工法の概要 

 上流域から流出する土砂を抑制し、一時的に調節するために砂防えん堤等を整備している。 

砂防えん堤群がない場合 砂防えん堤群がある場合

砂防えん
堤群あり

砂防えん
堤群なし

砂防えん
堤群なし

砂防えん堤群が土砂を一時的に
貯留する（調節効果）ことによ

り、下流で土砂が氾濫しにくく

なる。

砂防えん堤群が流下する

土砂を一時的に貯留する

（土砂の調節機能）
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● 主要な災害 

 銅山川
どうざんかわ

流域では、多量の土砂を含んだ濁流による洪水氾濫や地すべりによる土砂災害が発生し、

時には人命が奪われるなど土砂災害による大きな被害を受けてきている。 

 

銅山川流域における過去の主な土砂災害 
西暦 発生年月日 災害の要因等 災害状況

1930 昭和5年7月 豪雨 銅山川で土砂氾濫、洪水発生。家屋浸水76棟。

1933 昭和8年(発生月不明) 地すべり 滝ノ沢地区で地すべり。面積約950ha（うち耕地200ha）、家屋20棟傾く

1937 昭和12年(発生月不明) 地すべり 小滝地区で地すべり。家屋３棟半壊。耕地約３haに亀裂を生じて耕作不能。

1956 昭和31年7月17日 豪雨 苦
にが

水
みず

川
がわ

で土砂氾濫、洪水発生。家屋5棟流失。

1960 昭和35年4月15日 豪雨
日陰地区で銅山川に向かって地すべり発生。県道500ｍ、耕地3haが被災。約

2ヶ月間にわたり交通途絶。

1966 昭和41年6月28日
豪雨（台風４号）
地すべり

6月28日から台風４号の影響で豪雨となり、肘
ひじ

折
おり

で総雨量189ｍｍを記録し大蔵

村の地すべりなどにより、死者８名、負傷者１名、家屋全壊１戸、舛玉
ますだま

橋が流

失し、床上浸水31戸、床下浸水272戸、農林、土木など甚大な被害。

1974 昭和49年4月26日 地すべり

４月26日15時5分頃、大蔵村の赤松の松山（標高181ｍ）が突然山崩れを起こ

し、長さ約200m、幅約100mに渡り、約15万m3の土砂が流出し、死者17名、負傷

者13名、全壊家屋20戸の被害が発生。

1976 昭和51年5月10日 豪雨
赤
あか

砂川
すながわ

右岸で大規模な崩壊発生。崩落・堆積した土砂が河道閉塞し、天然ダム

を形成。

1976 昭和51年8月5-6日 豪雨

集中豪雨により肘折で194mm、清水で235mmを観測。家屋床上浸水4棟、床下浸

水34棟、耕地流失埋没約24ha、冠水約76ha、橋梁被災4箇所、河川被害55箇

所、村道・林道等被害多数。

1990 平成2年7月 豪雨 苦水川で洪水発生、土砂氾濫。河川決壊。

1996
平成８年６月10日
　（～711日間）

豪雨

肘折温泉へ通じる国道458号の湯
ゆ

の台
だい

付近で大規模な地すべり発生。長さ約

2km、幅約1km、面積130ha。警戒体制711日間。延べ10,000ｍ３の土砂が銅山川

へ崩落。

2004 平成16年4月13日 地すべり
横道
よこみち

沢
　さわ

第５えん堤上流で地すべりが発生。大量の土砂が河道に流出したため応

急対策を実施。

2005 平成17年6月13日 豪雨

赤松
あかまつ

川
　がわ

に沿った南山地区の上山
かみやま

砂防えん堤付近左岸斜面で地すべり発生。幅約

180ｍ、長さ約80ｍ、不安定土砂量約28万ｍ３で、上山砂防えん堤の左岸上下

流にわたり分布。  
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● 昭和49年4月の被災状況 

・ ４月26 日15 時5分頃、大蔵村
おおくらむら

赤松の松山（標高181ｍ）が突然山崩れを起こし、長さ約200

ｍ、幅約100ｍに渡り、約15万ｍ３の土砂が流出した。これにより、死者17名、負傷者13名、

全壊家屋20棟の被害が発生した。 

 

・被害状況（大蔵村） 

区分 被害区分 被害状況 

死者・行方不明 17名 
人的被害 

負傷者 13名 

住宅 全壊 20棟 

 

 

              松山の崩壊状況(大蔵村赤松) 

 

 

● 昭和51年8月の被災状況 

・ ８月５日夜半から６日朝にかけて降った集中豪雨は、肘折
ひじおり

地区で194mm、清水地区で235mmを記

録した。この集中豪雨で道路は寸断、土砂崩れ、堤防決壊、住宅浸水など甚大な被害が生じた。

 

・被害状況（大蔵村） 

 

 

 

 

                        二階まで土砂が入り込んでいる(平林地区) 

 

 

 

 

 

 

  

 

                       橋梁流失（村道土合
どあい

-滝の沢線：沼の台地区） 

県道新庄-大江線（塩
しお

地区） 

 斜面や支渓
しけい

から流出した土砂で 

 道路が通行不能になっている。 

 

 

 

区分 被害状況

４棟　４世帯

23棟　23世帯

住宅以外 床下浸水 11棟　８世帯

流出埋没 23.20ha

冠浸水 76.50ha

出埋没 a

230ｍ

933ｍ

１路線　８箇所

９箇所

3.0ha　229m3

４箇所

１箇所　２箇所

木関係 23箇所　492ｍ

関係 ２箇所

育関係 1200ｍ3

55箇所

17箇所

住宅
床上浸水

床下浸水

農　道

道　路

水　路

林　道

治　山

造林、立木等

共土
木関係

関係

被害区分

橋　梁

揚水機、頭首工

田

村　道

水道施設

南小ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ流出

河　川

畑 流 0.80h

土

水道

教

県公

農林

土砂の流下方向

橋梁流失 

土砂の流下方向 

道路が通行不能 土砂の流下方向
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■ 近年に発生した土砂災害 

 

● 平成８年６月 湯
ゆ

ノ
の

台
だい

地すべり 

 

 肘折温泉に通じる国道458号で、長さ 

 約２km、幅約１km、面積130haの大規 

 模な地すべりが発生し、この地すべり 

 の末端部にあたる銅山川に大量の不安 

 定な土砂が供給された。 

 

      湯ノ台地すべり末端部の崩落 

 

● 平成１６年４月 横道沢
よこみちさわ

の地すべり 

 

 赤松川の上流にあたる支渓の横道沢で 

地すべりが発生し、約５万m３の土砂が 

河道に供給し、川の流れを阻害したた 

め、土砂を撤去する応急対応がとられた。 

        

横道沢の地すべりの状況 

 

 

● 平成１７年６月 鳥谷森
とやもり

の地すべり 

 

 赤松川本川沿い左岸の地すべりにより 

 約28万m３の崩壊土砂が河道に供給さ 

 れ、一部が上山
かみやま

砂防えん堤の堆砂敷
たいさじき

に不 

 安定な状態で堆積した。 

 

 

 

 

 

 

        鳥谷森の地すべりの状況 

 

 

 

 

上山砂防えん堤

赤松川

河道に 

 土砂堆積 

国道458号

（末端部） 

地すべりブロック 

銅山川
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酒田市街地
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大蔵村
中心部

Ａ
最上川

日本海

Ａ’

国道458号

戸沢大蔵線
（県道57号）

銅山川

銅山川直轄
砂防区域

肘折
温泉

Ａ’Ａ

赤松

塩

沼の台

熊高

日陰倉
平林

Ａ－Ａ’断面の模式図

河床に土砂が堆積することにより、水位が上昇。 破堤

河床に土砂が堆積し、河床が上昇。

右岸堤防左岸堤防

▽HWL

直轄砂防区域

市街地

想定氾濫区域

高速道路

国道

県道

鉄道

河川

凡　例

かしょう

国道7号

ＪＲ陸羽西線

国道47号

山形自動車道

大石田畑線
（県道30号）

山形新幹線

国道112号

国道7号
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会

情

勢

の

変

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 銅山川
どうざんがわ

流域および周辺における社会基盤の形成 

・ 銅山川流域には河川沿いに多数の集落（赤松
あかまつ

、平林
ひらばやし

、沼の台
ぬまのだい

、熊高
くまだか

、塩
しお

、日陰倉
ひかげぐら

、肘折
ひじおり

温泉

など）が分布し、その周辺には田畑等耕地が広がっている。 

・ 流域内には観光資源として親しまれ、多数の観光客が訪れる肘折温泉や、国道458号・戸沢
とざわ

大蔵
おおくら

線（県道57号）、大石田畑
おおいしだはた

線（県道30号）などの重要交通網が分布している。 

・ 最上川下流域には、山形県第３位の都市、酒田市を抱える庄内平野が広がり、JR陸羽西線
りくうさいせん

や山

形自動車道、国道7号、国道112号などの重要な交通網が分布している。 

  

● 災害発生時の影響 

・ 銅山川流域では、豪雨時の土砂移動に起因して土石流の発生や河床
かしょう

上昇による洪水氾濫が生じ、

多数の観光客が訪れる肘折温泉や重要交通網に甚大な被害が発生する。また、銅山川流域から

流出した土砂により最上川下流部で土砂が堆積して河床が上昇し、本川堤防の破堤により甚大

な被害が発生する。 

 

 

河道内に部分的な 

土砂の堆積が見られる 

最上川河口 

酒田市街地 

銅山川から最上

川への土砂流出
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● 事業の進捗状況 

全体事業費 ～Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８以降 

５９２億円 327 億円 12 億円 253 億円 

（進捗率） （55.2％） （57.3％） （100.0％） 

 

対象土砂量 （土砂量） （事業費） 備 考 

要整備土砂量 9,478 千ｍ3 592 億円 - 

整備済み土砂量(H17末) 5,427 千ｍ3 339 億円 砂防えん堤59基、流路工1,360m

残整備土砂量(H18以降) 4,051 千ｍ3 253 億円 - 

 

● 施設整備状況（H17末） 

  赤：現在整備中 

    (H17末に完成予定１基 61 含む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  流路工
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● 事業進捗の見込み 

 平成３０年代後半を完成目標年次とし、計画的に事業展開を図る。 

 

 

● 事業実施にあたっての環境保全対策 

 砂防事業の展開にあたっては、流域毎に定めた「渓流環境整備計画」に基づき、「自然との共生

をめざした砂防事業をおこなう」こととしており、動植物の分布調査を行い、必要な場合は、魚道

の設置や猛禽類
もうきんるい

保護のため、繁殖期の工事制限等の環境保全対策を実施している。 

 

「渓流環境整備計画」で設定した銅山川
どうざんがわ

の環境ゾーン 
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 ● 整備した砂防施設の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

   肘折
ひじおり

砂防えん堤(S27完成)            日陰倉
ひかげぐら

砂防えん堤（S44完成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   舛玉
ますだま

砂防えん堤（S55完成）          大曲沢
おおまがりさわ

第３砂防えん堤（S62完成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   舛玉
ますだま

第２砂防えん堤（H12完成）        肘折
ひじおり

第２砂防えん堤（H13完成） 

 

● 現在整備中の砂防えん堤（２基） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  赤砂
あかすな

第７砂防えん堤(鋼製スリット)      赤砂
あかすな

第８砂防えん堤(重力式コンクリート) 

   H=14.5m、H17末 完成予定          H=26.0m、H22 完成予定(進捗率50％) 

   整備土砂量 158.3千ｍ３           整備土砂量 162.9千ｍ３  

 鋼製スリット 
重力式コンクリートスリット

 重力式コンクリート

 重力式コンクリート 重力式コンクリート

 ダブルウォール

重力式コンクリートスリット 鋼製スリット 
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● 銅山川
どうざんかわ

流域の砂防事業の費用便益比（Ｂ／Ｃ） （無施設時、最上川本川降雨確率1/100） 

 

        Ｃ費用      ５９２ 億円 

        Ｂ効果    ７,８８９ 億円 

         Ｂ／Ｃ ＝ １３．３３ 

 

 算出手法は以下の通り。 

 

［費用：Ｃ］ 

  既往投資額をもとに、単位土砂量あたりの整備単価を求め、今後の要整備 

  土砂量に乗じて残事業費を算出した。 

総事業費 ＝ 既往投資額 ＋ 残事業費 

               （Ｈ17末の値に換算） 

［便益：Ｂ］ 

  治水経済調査マニュアル(案)に基づき算出した「Ｂ」効果の内訳は下表のとおり。 

銅山川流域の「Ｂ」効果（内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              （Ｈ17末の値に換算） 

 

 

 

 

残

事

業

の

投

資

効

率

性 

 

『参考』 

○ 公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針に基づき残事業の投資効率性を算出した結果は

下表のとおり。 

 

 

             （継続した場合の総便益）－（中止した場合の総便益） 

               （継続した場合の総費用）－（中止した場合の総費用） 

 

                 ７,８８９(億円)  －  １０８(億円) 

                   ５９２(億円)  －  ３３９(億円) 

 

             ＝ ３０．７５ 

 

 

 

項　　目　　 備考

便益（一般資産） 2,776.1 億円

便益（農 作 物） 24.0 億円

便益（公共土木） 4,702.7 億円

便益（営業停止損失） 156.4 億円

便益（家庭、事業所における
　　　応急対策費用）

230.3 億円

効果合計 7,889.4 億円

金　額

被
　
害
　
額

（残事業の費用対効果）＝ 

 

 

           ＝ 
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『参考』 

 

被害軽減期待額で評価した結果は下表のとおり。 

 

   項  目 金額等 摘要 

 建設費【現在価値化】 507.44 億円   

 維持管理費【現在価値化】 0 億円   

Ｃ 

費 

用 費用合計 507.44 億円   

 便 益【現在価値化】 2,560.92 億円   

 残存価値【現在価値化】 3.66 億円   

Ｂ 

便 

益 効果合計 2,564.58 億円   

費用便益比（CBR)   Ｂ／Ｃ 5.05   

純現在価値（NPV)   Ｂ－Ｃ 2,057.13 億円   

経済的内部収益率（EIRR） 16.01%   

                             

 

 

             （継続した場合の総便益）－（中止した場合の総便益） 

               （継続した場合の総費用）－（中止した場合の総費用） 

 

                 ２,５６５(億円)  －  １,７００(億円) 

                   ５０７(億円)  －    ３３９(億円) 

 

             ＝  ５．１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（残事業の費用対効果）＝ 

 

 

           ＝ 
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コ 

ス 

ト 

縮 

減 

の 

メ 

ニ 

ュ 

｜ 

 

● 砂防ソイルセメントの利用 

 現地発生土砂を利用した砂防ソイルセメン 

トを採用し、搬出土砂の低減によりコスト 

縮減を図る。 

（左：固化剤撹拌状況、右：混合材の転圧状況） 

 

● セルダムの採用 

 地山の軟弱箇所で鋼製セル形式主えん堤を 

 採用し、掘削量、残土量の低減により 

 コスト縮減を図る。 

 

● 砂防えん堤の施工方法等の改良 

 本堤の構造にLUC-SB
ラック・エスビー

ウォール型式を採用 

 し、搬出土砂の低減、中詰をLUC材として 

 内部材費用の低減、工期短縮等によりコス 

 ト縮減を図る。 

 中詰材：LUC材(クラッシャーラン＋セメント 

＋水)を現場で配合 

 

 

・ 砂防事業の実施にあたっては、砂防ソイルセメント、セルダムの採用および砂防えん堤の施工

方法の改良により、効率的な事業を実施する。 

 

地 

域 

の 

協 

力 

体 

制 

等 

① 地域の協力体制 

・ 最上川・赤川水系直轄砂防促進期成同盟会（昭和53年7月15日発足） 

 

② 地域の事業に対する社会的評価 

・ 銅山川
どうざんがわ

流域の砂防事業に対し、上記同盟会など地元自治体や住民から毎年事業促進の要望があ

がっている。 

 

対 

応 

方 

針 

 

 

原案：『事業継続』 

（理 由） 

・ 銅山川流域は、土砂災害を繰り返す災害ポテンシャルの高い地域である。 

・ このため砂防事業を継続実施し、地域住民が安心して暮らせる環境を整える必要がある。 

 

 

 

 

 


